
の
加
問
方
で
、
小
限
に
沼
ず
る
路
上
に
あ
っ
た
。
小
限

一
て
溜
あ
り
。
佐
古
穴
鐙
長
者
と
て
日
公
な
る
者
あ
ι

り

が
幕
府
領
で
あ
っ
た
箆
加
賀
野
か
ら
芭
い
た
も
の
で
一
て
、
此
稲
箆
よ
り
震
の
出
L
Zあ
り
o
今
も
此
調
節
に

あ

る

。

い

ろ

/

¥

の

不

思

路

あ

り

と

い

へ

0
0』
と
見
え
る
。

ア
ナ
グ
チ
穴
白

羽
同
期
大
坂
保
に
臨
す
る
郎

孫。

-・
ア
ト
ア
ト
オ
カ
シ
マ
イ
ヘ
ン
ジ
ヨ
ウ

跡
々
御
貸

米
返
上

4
へ
Y

ジ
ヨ
ウ
マ
イ
返
上
米
。

ア
ト
ジ
ギ
ヘ
イ

跡
地
儀
平
沼
田
明初
め
吉
左
衛

門
・佐官担
・一
品
び
吉
左
衛
門
。
初
め
御
お
用
者
と
な
っ

て
四
十
俵
を
受
け
、
次
い
で
小
頭
新
知
入
十
石
に
進

み
、
天
間
五
年
初
主
阪
と
な
り
、
次
い
で
組
外
に
列

し
、
流
政
九
年
大
小
持
組
御
腕
奉
行
に
至
り
、
同
年

御
恋
物
奉
行
に
斡
じ
、
十
二
年
九
且
廿
四
日
夜
。
子

孫
相
緩
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

ア
ト
ヂ
サ
ダ
ヒ
デ
阿
閉
貞
秀
辺
抑
制
淡
跨
守
。

元
鎚
三
年
織
田
信
長
に
除
。
、
近
江
伊
香
郡
を
賜
は

っ
た
。
天
正
三
年
九
且
信
長
が
越
前
北
庄
に
入
っ
て

諸
怖
の
配
置
を
定
め
た
時
、
貞
努
に
江
沼
郡
を
奥
へ

た
。
貞
秀
と
同
時
に
能
美
郡
を
受
け
た
掘
江
町
茸
忠
は
、

加
賀
が
向
一
俊
凶
で
貨
賦
を
納
れ
る
こ
と
を
得
ぬ
の

で
喜
ば
な
か
っ
た
錦
、
信
長
は
怒
っ
て
柴
田
勝
家
に

紘
せ
し
め
た
が
、
貞
秀
の
そ
の
後
の
紋
況
に
就
い
て

は
明
ら
か
で
な
い
。
越
奄
賀
三
州
志
に
貞
努
も
亦
追

放
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
を
犯
し
て
ゐ
る
。
後
貞

努
は
明
智
光
努
に
従
印
刷
し
て
ゐ
る
。

ア
ト
ツ
ギ
ヤ
マ

跡
繕
山

風
京
都
熊
野
と
本
江

と
の
聞
の
坂
路
の
総
務
で
あ
る
。
能
稜
名
跡
芯
に
、

『
熊
野
村
・
本
江
村
領
に
跡
鐙
山
と
て
不
思
誌
な
る
風

景
の
名
山
あ
り
。
此
山
に
跡
目
草
と
て
、
久
し
き
家

の
中
絶
し
た
る
も
、
此
草
を
所
持
す
れ
ば
再
び
家
起

る
と
い
へ
り
。
川
の
旅
れ
山
の
姿
、

rd
需
に
も
絶
し

た
る
山
也
。
』
と
あ
る
。

ア
ナ
ガ
マ
穴
窃
珠
洲
都
南
方
の
小
字
。

ア
ナ
ガ
マ
J
h
m
キ

穴

釜

の
瀧
珠
洲
都
訟
抽
出
の

小
字
節
税
に
あ
る
。
能
管
路
記
に
、
『
此
既
に
穴
釜
と

ア
ト
|
ア
十

ア
ナ
フ
穴
生

村
ノ
城
廓
の
石
川
町
な
ど
を
築
活

一

す
る
も
の
の
般
名
で
あ
っ
た
。
元
東
近
江
凶
穴
生
・
一

戸
被
等
は
良
好
の
石
工
を
出
す
地
だ
あ
っ
た
が
、
加

一

到
穏
で
は
そ
の
績
を
召
抱
へ
て
、
穴
生
某
・戸
披
某

一

な
ど
呼
ん
で
開
た
が
、
そ
の
後
彼
等
全
体
を
穴
生
の
一

者
と
い
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
そ
れ
が
職
名
と
し
て

一

周
ひ
ら
れ
た
こ
と
は
立
文
年
間
に
主
っ
て
悲
し
く
な
一

白
、
組
外
の
士
か
ら
勤
続
し
た
も
の
も
政
人
あ
り
、
一

元
融
の
初
年
ま
で
さ
号
し
た
朕
臨
で
あ
っ
た
。

一

ア
ナ
フ
ゲ
ン
ス
ケ
穴
生
源
劫
前
附
利
家
に
仕

一

へ
て
、
品側
近
十
石
を
賜
は
り
、

御
m
M
m
奉
行
宇
一勤
め
一

た
。
孫
源
次
郎
に
至
っ
て
光
高
よ
り
御
一
行
や
守叩胞は

一

b
、
そ
の
宛
腕
に
奥
源
次
郎
と
あ
っ
て
、
奥
氏
を
昭
一

へ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
穴
生
の
聴
で
、

一

穴
生
を
氏
と
し
て
ゐ

た

の

で

あ

る

。

一

ア
ナ
マ
チ
穴
町

金
制
仰
の
和
田
町
名
。
穴
町
と
い

一

ふ
の
は
後
人
の
呼
び
殺
っ
た
も
の
で
、
本
名
は
穴
住
一

町
で
あ
ら
う
。
滞
初
の
頃
穴
生
方
の
者
が
安
に
郎
地

一

を
賜
は
っ
た
か
ら
、
穴
生
剛
一
の
棋
が
恕
っ
た
も
の
と

一

見
え
る
。
後
に
古
江
伊
左
衛
門
上
地
町
と
も
い
う
た
。

一

ア
ナ
ξ
ヅ

穴

水

臨
草
郡
大
町
及
び
川
島
の
惣

一

y
p
s

-

総
で
あ
る
。
之
を
穴
水
と
斜
す
る
は
、
但
馬
の
安
安
・
一

盟
後
の
阿
南
の
如
〈
、
ア

ナ
ミ
を
以
て
地
名
と
し
、

一

ッ
は
海
の
穏
で
あ
ら
う
。
こ
の
地
大
間
三
年
以
前
の

一

瞬
で
あ
り
、
後
に
正
平
の
頃
地
郡
長
正
也
が
附
近
に

一

城
を
椛
へ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
城
下
町
た
る
詔
一

義
を
生
じ
、
前
田
氏
に
来
っ
て
も
交
通
の
袈
衝
で
あ
一

っ
た
か
ら
、
繁
策
を
例
制
け
て
ゐ
た
。
能
殺
名
跡
志
に
、
一

『
穴
水
は
七
搭
よ
り
十
九
町
あ
b
o
入
お
の
奥
に
あ

り
て
、
此
穴
水
は
公
領
に
て
、
家
政
三
百
軒
あ
b
o

町
中
に
長
十
聞
俄
の
俄
あ
り
。
川
の
耐
を
大
町
と
い

ひ
、
北
を
川
n
M
町
と
い
ふ
。
云
々
。
泌
は
俄
判
官
の
館

者
に
て
、
賀川
H
の
使
あ
り
て
、
公
領
一
の
蹟
き
腕
な

h
。
云
h

円。

昔
は
此
穴
水
は
H
K
家
の
城
下
に
て
、
数

十
粁
の
家
あ
り
。
兵
飢
に
退
耐
押
せ
し
也。

今
の
家
医

あ
る
は
、
出
村
と
い
ふ
聞
な
り
し
也
。
』
と
あ
る
。

ア
ナ
Z
ヅ

エ

キ

穴
水

駿

能

管
の
宙
開
肝
。
大
岡

三
年
紀
に
能
脅
地
穴
水
腕
を
隠
す
と
い
ふ
も
の
で
、

今
の
臨
京
地
穴
水
に
詰
る
。
前
腰
越
一
郎
と
穴
水
聞
の

辿
絡
は
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
は
水
路
網
援
問
制
し

た
の
で
あ
ら
号
か
と
思
は
れ
る
。

ア
ナ
ミ
ヅ
ガ
ハ
穴
水
川

l
コ
マ
タ
ガ
ハ
小

叉
川
。アナ

Z
ヅ

コ

ウ

穴
水
港

臥
東
部
穴
水
の
裕
聞

で
、
港
口
は
市
に
而
し
、
北
方
の
タ
ケ
ガ
ぬ
と
南
方

の
イ
ナ
へ
ザ
ミ
必
と
に
機
せ
ら
れ
る
。
斑
百
六
五
O

米
、
市
ル
山
主
主

O
米
、
深
さ
一
一
米
。
そ
の
悶
に
乙

ヶ
崎
の
支
継
が
あ
る
。

ア
ナ
Z
ヅ

ゴ

ウ

穴
水
郷
王
朝
時
代
に
穴
水
郷

は
な
か
っ
た
が
、
行
日
治
主
年
六
且
什
到
日
付
穴
水
来

迎
寺
住
有
恨
の
抽
出
献
に
『
穴
水
郷
来
迎
寺
町
之

m』
と

見
え
る
青
初
と
し
て
、
そ
の
名
が
時
出
現
れ
る
。
穴
水

白
山
祉
担
に
は
、
東
は
中
谷
村
か
ら
西
は
相
川
谷
村
、

南
は
品
川
前
村
か
ら
北
は
小
限
村
に
ZT
る
ま
で
、
都
合

三
十
六
村
を
穴
水
郷
と
す
る
と
あ
る
。
然
る
に
後
悦

に
は
穴
水
処
之
内
大
庭
庄
と
群
す
る
も
の
が
十
村
あ

る
ば
か
り
で
、
穴
水
郷
と
m
m
帯
す
る
も
の
が
な
い。

案
ず
る
に
古
へ
の
穴
水
郷
は
穴
水
郷
之
内
大
屋
院
と

南
北
棚
田
と
に
瓦
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。

ア
ナ
ξ
ヅ
ゴ
ウ
穴
水
郷

臥
表
部
に
回
し
て
ゐ

た
。
滞
政
時
代
で
は
、
穴
水
郷
之
内
大
屋
庄
と
い
ふ

の
が
あ
り
、
七
海
・
川
島
・
大
町
・
土
居
川
・下
磁
川
・

籍
島
・際
巷
梶
・
岩
事
・
天
神
谷
内
の
十
，
村
が
乏
に

臨
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
外
に
穴
水
郷
に
凪

す
る
某
庄
と
い
ふ
も
の
は
な
か
っ
た
。

ア
ナ
ミ
ヅ
ジ
ヨ
ウ
穴
水
城

鳳
至
郡
北
七
抗
日
領

に
あ
っ
て
、
川
島
の
東
方
に
岱
る
。
一

に
立
石
城
と
も

白
波
械
と
も
い
ふ
。
越
脅
賀
三
州
志
に
、『
穴
水
域
。

在
一
一
河
原
田
棚
田
山
岸
村
山
上
。
』
と
す
る
も
の
は
一
m
m
で

あ
る
。
叉
穴
水
域
世
長
谷
部
信
辿
が
築
い
た
と
す
る

こ
と
も
疑
な
き
を
得
ぬ
。
信
辿
は
大
屋
班
の
地
聞
に

繍
せ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
城
祉
が
宅
回
に
在
り
、
信

辿
の
滋
も
山内
押
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
思
ふ
に
、
穴

水
域
は
信
辿
の
商
正
辿
が
正
平
の
頃
こ
の
地
の
地
耐

と
な
っ
た
後
に
起
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
職
闘
に
及

ん
で
、
実
正
四
年
上
杉
綾
信
の
能
町
{
切
に
侵

入
し
た

時
、
畏
剛
刷
辿
は
穴
水
を
緊
て
、
七
尾
城
に
入
っ
て
品

山
氏
を
箆
け
た
か
ら
、
謙
信
は
十
且
そ
の
陣
純
良
川
印

筑
前
・白
小
田
哲
兵
部
削
を
置
い
て
之
を
守
ら
せ
た
。

五
年
五
月
開
制
辿
は
蹄
債
の
能
管
に
在
ら
ざ
る
に
来
じ

穴
水
を
奪
還
せ
ん
と
し
た
が
、
間
七
且
謙
信
が
一
円
び

来
た
の
で
そ
れ
を
岡
町
さ
な
か
っ
た
。
六
年
八
月
先
に

安
土
に
赴
い
た
辿
間
が
邸
同
し
て
一
旦
之
を
取
っ
た

が
、
イ
且
越
中
に
去
り
、
入
年
一
史
に
佼
入
し
て
こ
の

城
に
眠
た
池
井
下
総
を
越
後
に
追
う
た
。

ア
ナ
Z
ヅ
シ
ラ
ヤ

?γ
ヤ
穴
水
白
山
位

以日京

都
穴
水
な
る
川
島
町
の
産
土
制
で
、
北
の
山
際
内
山

と
い
ふ
既
に
鎮
座
す
る
。
註
綴
の
椋
札
に
天
正
八
年

十
且
十
二
日
長
九
郎
左
衛
門
抽
出
船
が
榊
殿

一
宇
そ
W

創
し
た
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。

ア
ナ
Z
ヅ
ノ
ヰ
穴
水
ノ
井
関
歪
郡
穴
水
川
口
帽

の
白
山
と
い
ふ
所
の
江
級
か
ら
湧
出
す
る
冷
呆
そ
い

ひ
、
そ
の
防
を
俗
に
穴
水
堂
と
癒
す
る
。
叉
穴
水
大

町
の
中
山
恨
の
弁
も
同
名
を

U
て
呼
ば
れ
る
。
穴
水
の

五


